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森
町
議
会
は
、
9
月
定
例
会
を
7
日
か

ら
25
日
ま
で
の
会
期
19
日
間
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
度
決
算
認
定
、
平
成
27
年
度

補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事
な
ど
、
提

案
さ
れ
た
20
議
案
と
議
員
発
議
に
よ
る
議

会
規
則
の
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、三
倉
・
天
方
地
区
の
農
業
振
興
、

期
日
前
投
票
所
の
増
設
、
子
ど
も
議
会
の

開
催
、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
と
町
有
林
材
の
有

効
活
用
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
リ
ス
ク

と
対
応
等
に
つ
い
て
、
5
人
が
一
般
質
問

を
し
ま
し
た
。

　
　
　
（
7
Ｐ
〜
9
Ｐ
に
掲
載
）

　

平
成
26
年
度
は
、
国
に
よ
り
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
と
り
ま
と

め
ら
れ
、
地
方
創
生
へ
の
取
組
が
動
き
出
し

ま
し
た
。

　

森
町
で
も
、「
え
え
ら
森
町
」実
現
の
た
め
、

次
世
代
に
つ
な
が
る
成
長
の
礎
づ
く
り
、
防

災
対
策
、
医
療
・
福
祉
の
実
現
等
、
各
種
事

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
月
の
臨
時
会
で
可
決
し
た
地
方

創
生
先
行
型
関
連
事
業
と
し
て
、
観
光
振
興

事
業
、少
子
化
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
歳
入
89
億
8
3
0
9

万
円
、
歳
出
80
億
1
3
3
5
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
歳
入
8
．
9
%
、
歳
出
8
．

8
%
の
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
増
加
要
因

と
し
て
は
、
総
合
体
育
館
建
設
、
拠
点
防
災

倉
庫
整
備
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

歳
入
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
、
地

方
消
費
税
交
付
金
、
地
方
交
付
税
等
の
依
存

財
源
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
1
．
7

の
減
と
な
る
46
．
3
%
で
し
た
。

　

27
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
を
除
く
歳
出

予
算
に
対
す
る
執
行
率
は
97
．0
%
で
し
た
。

　

財
政
調
整
基
金
は
、
前
年
度
に
比
べ
、

9
1
0
1
万
円
減
の
20
億
9
3
8
6
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
の
現
在
高
は
、
前
年
度
に
比
べ
、

7
億
5
8
1
6
万
円
増
の
72
億
1
1
4
2
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
（
い
ず
れ
も
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

〈財政調整基金残高・地方債残高の推移〉 （万円未満四捨五入）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

財政調整基金残高 17億7,363万円 18億7,627万円 19億7,820万円 21億8,487万円 20億9,386万円

地 方 債 残 高 58億9,822万円 59億4,050万円 61億9,066万円 64億5,325万円 72億1,142万円

民生費
24.0%

教育費
17.1%

衛生費
16.1%

総務費
13.3%

土木費
11.1%

公債費
7.7%

消防費
5.1%

農林水産業費 2.7%
商工費 1.1%

議会費 1.0% 災害復旧費 0.7%
労働費 0.1%

自主財源
46.3%

依存財源
53.7%

町税
29.2%

諸収入
1.9%

繰入金
1.9%

分担金及び
負担金 1.0%

使用料及び手数料 0.8%

その他
11.5%地方交付税

20.6%

町債
14.4%

国庫支出金
8.6%

県支出金 4.8%

各種交付金 4.1%
地方譲与税 1.2%

26年度末地方債残高のなかには、元金と利子が国から全額交付税措置される臨時財政対策債（37億7,705
万円）も含まれています。
臨時財政対策債を除いた町の借金は、34億3,437万円となります。

〈歳出〉80億1,335万3千円（前年比8.8％増） 〈歳入〉89億8,309万2千円（前年比8.9％増）
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〈決算の推移〉 （万円未満四捨五入）

会計名 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

一 般 会 計
歳入 79億4,034万円 77億5,116万円 80億 789万円 82億4,909万円 89億8,309万円
歳出 71億5,505万円 67億9,597万円 70億3,389万円 73億6,319万円 80億1,335万円

特

別

会

計

国民健康保険
歳入 20億4,097万円 20億5,598万円 21億1,180万円 21億2,599万円 20億8,977万円
歳出 19億5,286万円 19億6,440万円 19億6,285万円 19億7,682万円 20億1,223万円

老 人 保 健
歳入 104万円 － － － －
歳出 104万円 － － － －

後 期 高 齢 者
歳入 1億6,962万円 1億7,145万円 1億8,321万円 1億8,578万円 1億8,921万円
歳出 1億6,912万円 1億6,912万円 1億8,032万円 1億8,569万円 1億8,881万円

介 護 保 険
歳入 15億7,461万円 16億4,298万円 17億5,239万円 18億3,849万円 20億 643万円
歳出 15億7,367万円 16億3,251万円 17億3,864万円 17億9,828万円 19億 890万円

公共下水道事業
歳入 5億3,812万円 3億7,252万円 4億9,600万円 5億8,537万円 6億6,883万円
歳出 5億 544万円 3億5,097万円 4億5,400万円 5億3,464万円 6億 495万円

簡易水道事業
（大久保・三倉・大河内）

歳入 630万円 473万円 455万円 445万円 427万円
歳出 476万円 338万円 333万円 336万円 333万円

企

業

会

計

水
道
事
業

収益的収支
歳入 2億5,475万円 2億5,349万円 2億6,132万円 3億 259万円 3億3,098万円
歳出 2億5,282万円 2億5,780万円 2億6,819万円 3億 654万円 3億1,023万円

資本的収支
歳入 1億 948万円 1億1,452万円 1億3,414万円 1億 709万円 1億6,493万円
歳出 1億7,300万円 1億9,044万円 2億 840万円 2億1,426万円 2億2,700万円

病
院
事
業

収益的収支
歳入 26億 400万円 27億1,693万円 28億1,533万円 28億8,061万円 28億2,051万円
歳出 26億7,501万円 28億 348万円 28億3,156万円 29億 835万円 32億1,216万円

資本的収支
歳入 2億4,676万円 5億9,451万円 2億4,863万円 4億2,945万円 2億7,276万円
歳出 3億1,675万円 6億6,560万円 3億4,225万円 5億2,247万円 3億7,842万円

合 計
歳入 154億8,599万円 156億7,827万円 160億1,526万円 167億 891万円 175億3,078万円
歳出 147億7,952万円 148億3,367万円 150億2,343万円 158億1,360万円 168億5,938万円

討
　

　

論

一
般
会
計

【
反
対
討
論
】

　

限
ら
れ
た
予
算
が
重
点
的
・
効
果
的
に
使

わ
れ
て
お
ら
ず
、
町
民
の
福
祉
向
上
・
要
望

実
現
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。（
西
田
議
員
）

【
賛
成
討
論
】

　

限
ら
れ
た
財
源
を
町
民
の
福
祉
、
安
心
安

全
の
確
保
等
適
正
に
配
分
し
た
良
好
な
決
算

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
田
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　

特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
）

【
賛
成
討
論
】

　

加
入
者
の
負
担
軽
減
や
安
定
運
営
、
高
い

収
納
率
を
評
価
す
る
。　
　
　
（
山
本
議
員
）

水
道
事
業
会
計

【
反
対
討
論
】

　

総
配
水
量
は
減
少
。
遠
州
水
道
の
計
画
契

約
を
関
係
市
町
と
粘
り
強
く
交
渉
す
べ
き
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
田
議
員
）

【
賛
成
討
論
】

　

積
極
的
な
漏
水
対
策
を
行
い
、
有
収
水
量

を
高
め
、
安
定
し
た
水
の
供
給
を
行
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
岡
議
員
）

病
院
事
業
会
計

【
賛
成
討
論
】

　

第
3
次
改
革
プ
ラ
ン
等
、
森
町
病
院
の
特

性
を
活
か
し
た
取
組
が
見
ら
れ
る
。

　
（
山
本
議
員
）

平成26年度決算を認定

町の支出、
（一般会計）

15年
ぶり
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補

正

予

算

　

一
般
会
計
な
ど
、
3
会
計
の
補
正
予
算
を

審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
3

億
1
5
7
7
万
5
千
円
を
追
加
し
、
27
年
度

予
算
は
77
億
9
5
0
6
万
9
千
円
と
な
り
ま

し
た
。（
一
般
会
計
補
正
予
算
第
4
号
含
む
）

　

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
お
よ
び
個
人

番
号
カ
ー
ド
交
付
に
関
連
す
る
費
用
等
と
し

て
計
1
4
8
3
万
7
千
円
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
価
格
引
上
げ

に
対
応
す
る
費
用
と
し
て
4
2
5
万
4
千
円
。

　

道
路
の
緊
急
性
を
要
す
る
維
持
管
理
及
び

舗
装
補
修
等
の
費
用
と
し
て
1
4
0
0
万
円
。

　

早
急
な
対
応
が
必
要
と
な
る
町
道
の
改

築
・
舗
装
改
良
工
事
、
測
量
設
計
等
に
か
か

る
負
担
金
と
し
て
7
9
9
4
万
9
千
円
。

　

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
等
に
対
す
る
助
成

事
業
へ
の
補
助
金
の
追
加
分
と
し
て
4
5
7

万
6
千
円
。

　

遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
IC
周
辺
に
、
森
市
街

へ
の
誘
導
の
た
め
の
案
内
看
板
設
置
費
用
と

し
て
1
3
6
8
万
7
千
円
。

　

町
営
住
宅
大
門
団
地
の
外
壁
修
繕
工
事
に

6
8
6
万
8
千
円
。

　

県
の
緊
急
地
震
・
津
波
対
策
交
付
金
を
緊

急
地
震
対
策
基
金
に
3
9
5
9
万
9
千
円
積

立
。

　

拠
点
防
災
倉
庫
内
の
保
管
棚
及
び
防
災
資

機
材
の
購
入
費
用
と
し
て
3
0
4
2
万
3
千

円
。

　

天
方
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
設
計
等

の
経
費
と
し
て
6
3
2
万
3
千
円
。

　

今
年
7
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
町
道

の
災
害
復
旧
費
と
し
て
1
0
5
5
万
円
。

【
反
対
討
論
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
対
応
し
た
歳
出
・
歳

入
は
認
め
ら
れ
な
い
。　
　
　
（
西
田
議
員
）

【
賛
成
討
論
】

　

住
民
生
活
に
必
要
な
予
算
で
あ
り
、
同
時

に
地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
中
根
議
員
）

　

防
災
・
減
災
の
取
組
強
化
、
生
活
道
路
の

安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。　
（
伊
藤
議
員
）

　

福
祉
・
医
療
・
教
育
・
安
全
に
か
か
る
必

要
な
事
業
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

（
太
田
議
員
）

条
　

　

例

森
町
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例　

【
一
部
改
正
】

　

い
わ
ゆ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
の
施
行

に
伴
い
、
町
が
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
「
特

定
個
人
情
報
」
の
取
り
扱
い
等
に
つ
い
て
改

正
を
行
い
ま
し
た
。（
西
田
議
員
に
よ
る
反

対
討
論
・
太
田
議
員
に
よ
る
賛
成
討
論
あ
り
）

森
町
手
数
料
条
例　
　
　
　
　
【
一
部
改
正
】

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」の
施
行
に
伴
い
、「
通

知
カ
ー
ド
」
や
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
再

発
行
時
の
手
数
料
等
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。　

向天方中央線　改築工事

安全安全な道路整備
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一

般

議

案

　

森
町
病
院
の
新
会
計
制
度
導
入
に
伴
う
償

却
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
資
本
剰
余
金
の

処
分
を
行
い
ま
し
た
。

人
　

　

事

森
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

安あ
ん

西ざ
い

功い
さ
お

氏
の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

　

森も
り

曉あ
け

美み

氏
の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　

鈴す
ず

木き

眞し
ん

子こ

氏
の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

議

員

発

議

森
町
議
会
会
議
規
則　
　
　
　
【
一
部
改
正
】

　

議
会
に
お
け
る
欠
席
の
届
け
出
に
つ
い

て
、
以
下
の
規
定
を
追
加
し
ま
し
た
。

「
議
員
が
出
産
の
た
め
出
席
で
き
な
い
と
き

は
、
日
数
を
定
め
て
、
あ
ら
か
じ
め
議
長
に

欠
席
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

補
正
予
算
（
追
加
議
案
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

　

9
月
の
豪
雨
及
び
台
風
に
よ
り
発
生
し
た

災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
計

1
3
3
1
万
6
千
円
。

議　案　名 結　果 備　考 議　案　名 結　果 備　考

人

事

森町固定資産評価審査委員会委員の選任 同　　意 全員賛成

決　
　

算　
　

認　
　

定

平成26年度森町一般会計歳入歳出決
算認定 認　　定 反対

西田議員

人権擁護委員候補者の推薦 推　　薦 全員賛成 平成26年度森町国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定 認　　定 全員賛成

森町教育委員会委員の任命 同　　意 全員賛成 平成26年度森町後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算認定 認　　定 全員賛成

条

例

森町個人情報の保護に関する条例の一
部を改正する条例 原案可決 反対

西田・鈴木議員
平成26年度森町介護保険特別会計歳
入歳出決算認定 認　　定 全員賛成

森町手数料条例の一部を改正する条例 原案可決 反対
西田議員

平成26年度森町公共下水道事業特別
会計歳入歳出決算認定 認　　定 全員賛成

補

正

予

算

平成27年度森町一般会計補正予算
（第3号） 原案可決 反対

西田・鈴木議員
平成26年度森町大久保簡易水道事業
特別会計歳入歳出決算認定 認　　定 全員賛成

平成27年度森町介護保険特別会計補
正予算（第1号） 原案可決 全員賛成 平成26年度森町三倉簡易水道事業特

別会計歳入歳出決算認定 認　　定 全員賛成

平成27年度森町病院事業会計補正予算
（第1号） 原案可決 全員賛成 平成26年度森町大河内簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算認定 認　　定 全員賛成

平成27年度森町一般会計補正予算
（第4号） 原案可決 全員賛成 平成26年度森町水道事業会計決算認定 認　　定 反対

西田議員

一
般
平成26年度森町病院事業会計資本剰
余金の処分 原案可決 全員賛成 平成26年度森町病院事業会計決算認定 認　　定 全員賛成

発
議森町議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決 全員賛成

9 月 定 例 会 の 審 議 結 果

迅速迅速な災害対策と
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委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

　

第
一
・
第
二
常
任
委
員
会
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
9
月
15
日

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
の
主
な
質
疑
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
一
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

Q　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

A　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
回
線
を

対
象
に
、
標
的
型
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
検
知
装

置
と
い
う
形
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
監
視
装

置
と
メ
ー
ル
の
監
視
装
置
を
今
ま
で
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
加
え
て
導
入
す
る
。

Q　

森
町
病
院
は
専
門
的
な
医
師
の
確
保
や

民
営
化
等
抜
本
的
な
経
営
改
革
が
必
要
で
は

な
い
か
。

A　

現
在
の
地
域
医
療
連
携
で
は
、
病
院
の

規
模
で
概
ね
役
割
が
決
ま
っ
て
く
る
。
病
床

数
や
設
備
の
面
か
ら
も
、
3
次
医
療
を
担
う

こ
と
は
不
可
能
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
等
民
営
化
の
先
進
事
例

を
見
て
も
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
繰
入

金
の
増
加
事
例
も
多
く
あ
る
。

　

今
後
も
中
東
遠
に
お
け
る
森
町
病
院
の
役

割
を
認
識
し
、応
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q　

他
市
町
と
比
較
し
て
介
護
認
定
者
数
の

割
合
は
。

A　

65
歳
以
上
の
介
護
認
定
率
は
18
%
程
度

で
県
下
で
2
番
目
に
多
い
が
、
65
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
前
期
高
齢
者
の
介
護
認
定
率
は
県

下
で
2
番
目
に
少
な
い
。

　

予
防
段
階
で
の
認
定
率
の
低
さ
が
、
お
達

者
度
を
引
き
上
げ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
る
。

Q　

PA
周
辺
案
内
看
板
及
び
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
周
辺
道
路
案
内
標
識
は
、
ど
こ
に
ど
の

よ
う
な
内
容
で
設
置
す
る
の
か
。

A　

PA
周
辺
で
は
、広
域
農
道
に
誘
導
看
板
、

下
り
線
に
つ
い
て
は
、
料
金
所
手
前
に
補
助

的
な
誘
導
看
板
、
料
金
所
か
ら
出
て
森
市
街

方
向
等
を
示
す
看
板
の
計
6
基
の
設
置
を
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、森
市
街
へ
の
誘
導
と
い
う
こ
と
で
、

ビ
ッ
プ
急
送
の
所
と
JA
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
手

前
の
所
の
2
箇
所
に
大
型
看
板
を
つ
け
る
。

Q　

7
月
の
豪
雨
に
よ
る
大
上
宮
奥
線
の
災

害
復
旧
工
事
の
工
期
は
。

 

A　

工
期
は
10
月
末
か
ら
2
月
初
め
頃
ま
で

だ
が
、
観
光
施
設
等
も
近
隣
に
あ
る
の
で
、

で
き
る
限
り
年
内
に
終
わ
れ
る
よ
う
工
程
管

理
を
行
う
。

Q　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
内
容
は
。

A　

顔
写
真
が
つ
い
て
い
る
の
で
身
分
証
明

書
と
し
て
の
利
用
や
職
場
で
の
提
示
、
ま
た

パ
ソ
コ
ン
で
の
確
定
申
告
（
e
ー
T
a
x
）

の
公
的
個
人
認
証
に
利
用
で
き
る
。

Q　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
の

対
策
は
。

A　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
か
け
る
こ

と
で
、
紛
失
カ
ー
ド
は
使
え
な
く
な
る
。

天方小　体育館耐震補強箇所の視察

大雨により崩れた大上宮奥線（橘地内）
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教
育
長　

遊
具
や
体
育
設
備
の
点
検
は
、

毎
月
各
校
が
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
毎
年
1
回
専
門
業
者
に
委
託
し
、

点
検
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
県
教
育
委
員
会
が
発

行
す
る
「
学
校
安
全
推
進
の
手
引
き
」
の

手
法
に
基
づ
い
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
家

庭
内
暴
力
等
）
の
対
策
に
つ
い
て

問　

改
正
選
挙
法
が
成
立
し
、
選
挙
年
齢

が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

　

選
挙
権
引
き
下
げ
を
契
機
に
、
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
期
日
前
投
票
所
の
増
設

が
で
き
な
い
か
伺
う
。

選
管
委
員
長　

森
町
は
町
民
生
活
セ
ン
タ

ー
が
場
所
的
に
も
よ
く
、
期
日
前
投
票
率

は
県
内
4
位
と
非
常
に
高
い
。

　

増
設
場
所
と
し
て
、
た
と
え
ば
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
想
定
す
る
と
、
選
挙

人
名
簿
照
合
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
投
票
の

秘
密
の
保
持
な
ど
の
問
題
が
考
え
ら
れ

る
。

　

投
票
立
会
人
な
ど
町
民
の
方
の
負
担
も

増
え
、
増
設
は
厳
し
い
。

校
庭
遊
具
の
管
理
は

問　

校
庭
の
遊
具
は
体
力
の
向
上
が
期
待

で
き
、
安
心
し
て
遊
べ
る
施
設
だ
が
、
さ

び
や
破
損
が
心
配
な
も
の
も
あ
る
。

　

遊
具
の
安
全
管
理
・
補
修
・
整
備
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
を 

問　

中
山
間
地
域
で
あ
る
三
倉
・
天
方
地

区
は
、
地
形
的
な
条
件
か
ら
機
械
化
が
進

ま
ず
、
担
い
手
不
足
に
加
え
、
基
幹
作
物

で
あ
る
お
茶
の
価
格
が
低
迷
し
、
耕
作
放

棄
地
が
年
々
拡
大
し
て
い
る
。

①
耕
作
放
棄
地
の
面
積
と
そ
の
対
策
は
。

②
三
倉
・
天
方
地
区
の
農
業
振
興
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

③
農
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
経
営
面
積
の

下
限
を
、
現
在
の
40
a
か
ら
20
a
に
引
き

下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

三
倉
・
天
方
地
区
の

 

農
業
振
興
策
は

町
長　

三
倉
、
天
方
地
区
の
耕
作
放
棄
地

の
面
積
は
46 

ha
、
う
ち
再
生
利
用
可
能
な

も
の
が
25 

ha
、
不
可
能
と
思
わ
れ
る
も
の

が
21 

ha
と
な
っ
て
い
る
。

　

再
生
可
能
な
農
地
は
、
地
域
の
担
い
手

に
農
地
の
集
積
や
集
約
化
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

再
生
不
可
能
な
農
地
の
多
く
は
、
急
傾

斜
な
茶
園
で
生
産
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、

将
来
的
に
は
植
林
等
の
方
策
も
視
野
に
考

え
て
い
る
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
昔
か
ら
香
り

高
い
良
質
な
お
茶
の
産
地
で
あ
り
、
今
後

も
良
質
茶
の
生
産
を
主
軸
に
考
え
て
い
る
。

一
方
、
付
加
価
値
の
高
い
栗
や
こ
ん
に
ゃ

く
の
栽
培
な
ど
の
取
組
も
見
ら
れ
、
町
と

し
て
も
収
益
性
の
高
い
作
物
へ
の
転
換
を

支
援
し
た
い
。

　

農
家
資
格
の
下
限
面
積
20
a
へ
の
引
き

下
げ
は
、
農
地
法
施
行
規
則
の
基
準
で
は

難
し
い
。
農
業
経
営
等
多
方
面
か
ら
検
討

し
て
い
る
の
で
、
農
業
委
員
会
と
し
て
の

考
え
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。

小 沢 一 男

中 根 幸 男

中山間地の耕作放棄地（天方、問詰）

さびの浮いた遊具（森小学校）

町 政 を 問 う 　～一般質問～
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町
の
将
来
を
考
え
る
取
組
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
子
ど
も
議
会
」

開
催
に
つ
い
て
は
学
校
と
も
協
議
し
、
場

所
に
と
ら
わ
れ
ず
意
義
や
効
果
に
つ
い
て

研
究
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
支
給
で

　
　
　

新
入
学
児
の
安
全
を
守
る

問　

新
入
学
児
童
は
防
犯
に
対
し
て
危
機

管
理
意
識
が
未
熟
で
あ
り
、
防
犯
・
安
全

意
識
を
高
め
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
見
守
り
体
制
の
強
化
と
し

て
、
児
童
の
登
下
校
中
の
安
全
確
保
を
図

る
目
的
で
防
犯
ブ
ザ
ー
の
支
給
を
提
案
す

る
が
、
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　

防
犯
ブ
ザ
ー
は
、「
地
域
の
目
」

の
役
割
を
果
た
す
。
今
後
、
新
入
学
児
に

防
犯
ブ
ザ
ー
を
提
供
し
、
通
学
時
な
ど
の

安
全
確
保
を
図
り
、
子
育
て
支
援
の
ひ
と

つ
に
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
防
犯
意
識
を
啓
も
う
す
る
教
育

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
自
立
性
や
社
会
性
を

は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
に
「
子
ど
も
議
会
」

を
開
催
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

　

行
政
・
議
会
の
役
割
を
学
ぶ
良
い
機
会

で
あ
り
、
町
政
を
身
近
に
感
じ
、
森
町
民

と
し
て
の
自
覚
と
郷
土
を
愛
す
る
心
が
育

成
さ
れ
る
。
開
催
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　

森
町
で
は
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
参
加
も
多
く
、
郷
土
愛
や
地
域
の

課
題
を
つ
か
ん
で
い
る
。
ま
た
、
授
業
で

子
ど
も
た
ち
の
声
を

「
子
ど
も
議
会
」
へ

町
長　

町
が
管
理
す
る
町
有
林
の
70
%
を

分
収
林
が
占
め
て
お
り
、
伐
採
・
搬
出
・

販
売
と
い
う
点
で
は
コ
ス
ト
的
に
厳
し
い

面
が
あ
る
。

　

町
有
林
の
材
木
を
提
供
し
て
町
の
人
口

増
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
良
い
ア
イ
デ
ア
で

は
あ
る
が
、
現
実
的
な
選
択
と
し
て
は
今

は
考
え
て
い
な
い
。

　

間
伐
等
の
管
理
を
実
施
し
な
が
ら
洪

水
・
浸
水
対
策
を
優
先
し
て
、
良
質
な
水

を
は
ぐ
く
む
「
水
源
涵
養
機
能
」
や
「
国

土
保
全
機
能
」
等
の
公
益
的
機
能
を
優
先

し
て
い
き
た
い
。

※
分
収
林

　

造
林
者
ま
た
は
育
林
者
と
土
地
所
有
者

が
異
な
り
、
両
者
が
造
育
林
に
よ
る
収
益

を
分
け
合
う
契
約
を
し
た
山
林
の
こ
と
。

問　

平
成
22
年
12
月
議
会
の
ナ
ラ
枯
れ
対

策
の
質
問
か
ら
5
年
弱
が
経
過
し
た
。

　

今
年
は
ナ
ラ
枯
れ
が
広
範
囲
に
拡
大
し

て
い
る
が
、
県
や
町
は
ど
の
よ
う
な
調
査

や
対
策
を
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

被
害
が
一
時
終
息
し
た
た
め
、
特

別
な
対
策
は
と
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
今

年
の
夏
頃
か
ら
再
び
増
加
傾
向
に
あ
る
と

確
認
し
て
い
る
。

　

県
の
方
針
に
基
づ
き
、
町
・
民
有
林
に

関
わ
ら
ず
被
害
調
査
を
進
め
る
と
と
も

に
、
被
害
状
況
を
広
報
等
で
啓
発
し
て
い

き
た
い
。

　

今
後
、生
産
林
と
雑
木
林
を
共
存
さ
せ
、

山
全
体
が
良
い
環
境
に
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

町
有
林
の
有
効
利
用
は

問　

町
は
広
い
面
積
の
町
有
林
を
所
有
し

て
い
る
が
、
今
後
こ
の
成
木
と
な
っ
て
い

る
杉
・
ヒ
ノ
キ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る

計
画
か
伺
う
。

ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
対
策
は

伊 藤 和 子

不審者からの逃げ方を学ぶ児童ら（宮園小）

鈴 木 托 治

町 政 を 問 う 　～一般質問～
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か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム

改
修
費
、
カ
ー
ド
発
行
手
続
等
と
し
て
約

8
5
0
0
万
円
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
い

る
。
町
の
負
担
と
し
て
は
約
2
8
0
0
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
そ
の
一
部
に
つ

い
て
も
交
付
税
措
置
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
今
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に

つ
い
て
は
、
交
付
税
措
置
で
担
保
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

職
員
の
業
務
負
担
は
制
度
導
入
時
に
は

大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
導
入
後
は

軽
減
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　

情
報
の
保
持
に
つ
い
て
は
、「
行
政
機

関
の
長
等
が
特
定
個
人
情
報
の
漏
え
い
そ

の
他
の
事
態
の
発
生
の
危
険
性
及
び
影
響

に
関
す
る
評
価
（
特
定
個
人
情
報
保
護
評

価
）
を
自
ら
実
施
」
す
る
よ
う
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

　

森
町
で
は
、
保
護
す
べ
き
事
務
が
14
事

務
あ
る
の
で
、
10
月
末
を
め
ど
に
保
護
評

価
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

番
号
制
度
の
開
始
は
平
成
28
年
1
月
か

ら
と
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
す

べ
て
の
自
治
体
で
延
期
は
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
）
に
つ
い
て
4
点
伺
う
。

①
町
民
の
利
便
性
が
高
ま
り
、
公
平
・
公

正
な
社
会
実
現
と
あ
る
が
本
当
か
。

②
シ
ス
テ
ム
構
築
等
で
ど
れ
だ
け
の
税
金

が
使
わ
れ
る
か
、
ま
た
、
職
員
に
か
か
る

業
務
負
担
は
。

③
情
報
流
出
で
悪
用
さ
れ
た
と
き
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
り
、
誰
が
責
任
を
取
る

の
か
。

④
シ
ス
テ
ム
構
築
の
準
備
不
足
や
不
安
が

あ
る
が
、
延
期
は
許
さ
れ
な
い
の
か
。

町
長　

社
会
保
障
等
複
数
の
機
関
に
存
在

す
る
個
人
情
報
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ

り
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
と
確
認
す
る
た

め
に
活
用
さ
れ
る
。

　

町
民
に
と
っ
て
は
行
政
機
関
へ
の
申
請

に
お
い
て
、
添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行

政
手
続
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
負
担
や
給
付
を
不
当
に
免
れ
る

こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
で
、
本
当
に
困
っ

て
い
る
方
に
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
な

ど
、
公
平
公
正
な
社
会
の
実
現
を
期
待
し

て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

     

リ
ス
ク
と
対
応
は

　

8
月
20
日
、
森
町
、
吉
田
町
、
川
根
本

町
の
3
町
で
合
同
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

三
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
研
修
を
行

い
、「
議
会
運
営
」「
委
員
会
、
一
般
質
問
」

「
広
報
、
議
会
報
告
会
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
町
の
先
進
的
な
取
組
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

　

後
日
、
各
分
科
会
の
代
表
者
が
研
修
の

と
り
ま
と
め
を
行
い
、
情
報
共
有
が
は
か

ら
れ
ま
し
た
。

〜
第
2
回　

3
町
議
会
議
員
研
修
会
〜

他
町
の
議
会
に
学
ぶ

第
2
回
議
会
報
告
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

森
町
議
会
で
は
、
第
2
回
議
会
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

　

26
年
度
決
算
状
況
、第
1
回
の
質
問
に
対
す
る
報
告
、議
会
の
取
組
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　

日
時　

平
成
27
年
12
月
2
日
（
水
）
午
後
7
時
〜
午
後
9
時

　
　
　

場
所　

森
町
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

＊
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

西 田 　 彰
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前回の議会では、のべ57人の方が、議会
へ足を運んでくださいました。
めんどうな手続きは必要ありません。
是非、お越しください。
●定員数28名
●お問い合わせ先…議会事務局
　電話　0538-85-6329

<12月定例会の予定>
12月 4日（金）本会議　初　日

12月10日（木）本会議　２日目

12月11日（金）常 任 委 員 会

12月21日（月）本会議　最終日

※会議の開始時間は午前9時30分です。
※日程が変更される場合もありますのでご了承ください。

　

森
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

会
は
、
17
グ
ル
ー
プ
2
7
0

余
名
か
ら
な
る
団
体
で
す
。

　

主
に
社
会
福
祉
に
つ
な
が

る
活
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行

っ
て
い
ま
す
。

　

会
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和

59
年
に
森
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク

ー
ル
」
を
開
講
し
、
町
内
50

名
を
中
心
に
五
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

翌
60
年
に
連
絡
会
を
結
成

し
、
現
在
で
は
大
き
な
グ
ル

ー
プ
と
な
り
、
地
道
な
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
度
初
め
に
全
体
会
、
6

月
に
は
会
員
同
士
の
親
睦
を

兼
ね
た
研
修
旅
行
、
秋
に
は

「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」
に
参

加
し
、
活
動
資
金
の
一
部
に

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
森
町
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
」
様
か
ら
毎
年
多

額
の
助
成
金
を
賜
り
、
誠
に

感
謝
の
極
み
で
す
。

　

今
後
も
会
員
一
同
、
健
康

で
楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

会
長　

岡
田
隆
男

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議　
　

長　
　

榊
原
淑
友

委
員
長　
　

山
本
俊
康

副
委
員
長　
　

中
根
幸
男

委　
　

員　
　

𠮷
筋
惠
治

委　
　

員　
　

小
澤
哲
夫

委　
　

員　
　

伊
藤
和
子

●
ひ
と
こ
と
●

　

今
年
発
表
の
「
お
達
者
度
」

は
、
男
女
と
も
に
森
町
が
1

位
で
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
結
果
と
そ
の

過
程
に
敬
意
を
表
し
、
こ
の

名
誉
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で

健
康
に
配
慮
し
た
取
組
が
い

か
に
大
事
で
あ
る
か
教
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
「
お
達
者
度
第
1

位
」は
町
の
代
名
詞
と
な
り
、

町
民
に
と
っ
て
自
慢
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
上
位
を
維
持
で
き

る
よ
う
に
、
住
み
や
す
い
環

境
づ
く
り
と
、
安
心
・
安
全

を
守
る
福
祉
と
医
療
の
充
実

を
考
え
、「
住
み
た
い
」「
住

ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」
と
思

え
る
よ
う
な
「
幸
福
度
の
高

い
町
」
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

K
・
い
と
う

【平成27年3月定例会】

城下町営住宅を撤去する考えは。

▼
今年10月に、5棟のうち2棟を撤去し
ました。
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30
周
年
を
迎
え
て森

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

みんなのこえ


